
 

 

 

未来予想図 
僕たちが、子どもを教育するのは何のためでし

ょうか。お父さんやお母さん、ご家族の方が子ど

もたちを叱ったり注意したり、声をかけたりする

のは何のためですか。 

どの方もきっと、「子どものため」とおっしゃる

と思います。でも、もっと具体的にイメージしま

しょう。子どもに、どうなってほしいからです

か？！ 

 

学校には、目標があります。一番大きな（上位の）

目標は、「未来に向かって伸びる鶴嶺の子」という

ものです。僕はこれを“mission”としました。ミ

ッションとは、企業が果たすべき使命のことを指

します。本校は、「未来に向かって伸びる鶴嶺の子」

を育てるために存在し、そうすることで、よりよ

い未来社会を創造するのだと解釈しています。本

校は。そのための教育活動をする（している）とい

うことになります。 

僕は、冒頭で、皆さんに投げかけました。「どう

なってほしいからですか」と。では、本校のミッシ

ョン「未来に向かって伸びる鶴嶺の子」とは、どん

な子でしょうか。実はこれ、残念ながらまだ教職

員の間で共有できていません。教職員と一緒に議

論をしながら、まずここを明確にしようと、活動

を始めたところです。 

目標を明確に具体的にすることが、たくさんの

教職員が子どもに関わる組織として、絶対に必要

だからです。方法は違ったとしても、めざす姿に

向けて、全職員が教育活動をしていくからこそ、

子どもたちが変わっていくのだと考えています。 

これから僕は、このイメージを共有してもらう

とともに、そのイメージした子どもは、どのよう

な資質・能力を身につけていなければならないの

かを、職員と繰り返し話をしながら明らかにした

いと思っています。 

 

話がそれました。今組織として、取り組み始め

た内容をお伝えしました。「なるほど、そうなんだ。」

と思っていただけたでしょうか。では、ご家庭の

中ではどうでしょう。「子どもにこうなってほし

い。」とご家族で話すことは、ほとんどないのでは

ないかと思います。 

けれど、ご自分の子どもを前にして、何のため

に、今自分がこうしているのかが、はっきり意識

できることは大切なことではないでしょうか。「子

どものため」と言って、叱ったり、励ましたり、

受け止めたりしていることが、子どもの未来にど

うつながっていくのか。それが明確になることで、

もしかしたら、対応が変わることもあるかもしれ

ません。 

子育てをしていく上で大切にしたいことは、き

っといくつもあります。細かく出していったら、

それこそ山のようになると思います。 

それでもこの紙面を使って、少しだけでも一緒

に考えてみましょう。僕が日頃考えていることを

お伝えしますね。まず、保護者の方に絶対に忘れ

てほしくないことは、「子どもは、独り立ちしてい

く存在」だということです。僕たちは、子どもをず

っと守っていくことはできません。僕たちの保護

なしに生きられなければならないし、様々なこと

に一人でも立ち向かっていかねばならない（助け

てもらうにしても、自分でそれを伝えられなけれ

ばなりません。）存在です。 

次に、「子どもの人生は、子どものもの」だとい

うことです。子どもは、自分の人生を自己選択、自

己決定していく必要があります。この部分をきち

んと自分でしてこないと、うまくいけばよいです

が、うまくいかないときにそれを受け止めること

ができません。自分で決めていないからです。親

の価値観を押しつけレールを敷くことでは、人生

をよりよく生きさせることはできないと考えてい

ます。 

最後に、「子どもに考えさせる」ことです。分か

らないこと知らないことは、教えなければならな

いのは当たり前ですが、彼らに降りかかる様々な

ことをしっかり自分の頭で考えさせ、どうするか

を自分で決めさせることもできるだけたくさんさ

せたいと思っています。 

この３つを頭の隅に置いて、子どもにどうなっ

てほしいのかを改めて、イメージしてみませんか。 

とても大雑把なのですが、僕は子どもに「幸せ

な人生を送ってもらう」ために、子どもに向き合

ってきました。僕が、それは幸せだと感じるので

はなく、子どもがそう感じる人生です。そのため

に自分は、今何をすべきか、何ができるのかを考

えていた（まだ継続中）ように思います。 

未来を生きる子ども、多様な価値観の中生きる

子ども、人との関わりの形が変化していく中を生

きる子ども、変わっていく世界を生き抜く彼らに、

どんな贈り物をしますか。それは、皆さんがイメ

ージした「どうなってほしいのか」を通した一つ

一つの関わりにかかっているのです。その贈り物

は、子どもたちのお守りであり、未来予想図とも

言えるのかもしれません。 
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